
































































































































































































































































































































































大好き まあ好き と回答  






少し苦手 とても苦手  
と回答  




















































































大好き まあ好き と回答  






少し苦手 とても苦手  
と回答  












































































































































































































































































































































際に筆者は、教具「カラープラカード  ４色の声」≪資料④≫を活用している。 
 
 








アンザッツ Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．５ Ｎｏ．４ 
どんな声 セミの声 元気な声 フクロウさん うた声 
声種 門歯の声 胸声 ファルセット 頭声 














黄     赤    水色    紫    
　
アン Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ
どん セミの声 元気な声 フク
声種 門歯の声 胸声 ファルセット 頭声






















































































































































































回答した養成校学生の割合は、１学年女子 30名中 4名、２学年 16名中 0名、
１学年男子 17名中 2名、２学年男子 3名中 0名であった。該当の学生たちの
歌唱中の声種は、全て頭声 1 名（男子 1 名）、全て裏声 2 名（女子 2 名）、全
























































































































































































































　　　P. ２５　No.2 不足３名は合唱経験者女声、No.3a 不足３名が No.2 の強
い男声
　　　P. ２６　No.2 不足２名はNo.3a の強い女声
　　　P. ２７　No.2 およびNo.3b 不足５名は合唱経験者女声
　　　P. ２８　No.3a 不足１名はNo.2 の強い男声









































































声量△  ５名 















2018    
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【あまり使っていないアンザッツ】（2018後期１学年ロ組  入学後７ヵ月／１１月） 























































声量△  ８名 
















【あまり使っていないアンザッツ】（2018後期１学年ロ組  入学後７ヵ月／１１月） 























































声量△  ８名 











【使用アンザッツ】（2019前期１学年イ組  入学後４ヵ月／８月） 
   
 



























































声量△  ７名 











【使用アンザッツ 学年イ組  入学後４ヵ月／８月） 
   
 



























































声量△  ７名 
(１学年イ組 １９名中)   声量 ◎６名  〇６名  △７名 










【使用アンザッツ】（2019前期２学年イ組  入学後１年４ヵ月／８月） 






【あまり使っていないアンザッツ】（2019前期２学年イ組  入学後１年４ヵ月／８月） 






















































声量△  ７名 











【使用アンザッツ】（2019前期２学年イ組  入学後１年４ヵ月／８月） 






【あまり使っていないアンザッツ】（2019前期２学年イ組  入学後１年４ヵ月／８月） 






















































声量△  ７名 











【使用アンザ 019後期１学年イ組  入学後７ヵ月／１１月） 





【あまり使っていないアンザッツ】（2019後期１学年イ組  入学後７ヵ月／１１月） 
























































声量△  ８名 










【使用アンザ 2019後期１学年イ組  入学後７ヵ月／１１月） 





【あまり使っていないアンザッツ】（2019後期１学年イ組  入学後７ヵ月／１１月） 
























































声量△  ８名 











【使用アンザッ 2019 期２学年イ組  入学後１年７ヵ月／１１月） 































































声量△  ３名 
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  おおむね、声量増加に特に関わるアンザッツが No.2 No.3a No.3b であるとい
う筆者の予想に近い結果となった。しかし、この３種類のアンザッツのみが突出して多
いわけではない。 





































































P.２５ No.2不足３名は合唱経験者女声、No.3a不足３名は No.2の強い男声 
 




P.２８ No.3a不足１名は No.2の強い男声 
 


















































　　No.3a 不足　を　No.2 で補う　男声３名　P. ２５
　　No.2 不足　を　No.3a で補う　女声２名　P. ２６
　　No.3b 不足　を　No.3a で補う　女声１名　P. ２７
　　No.3a 不足　を　No.2 で補う　男声１名　P. ２８
　　No.2 不足　を　No.3a で補う　女声２名　P. ２９





　　No.2 不足　を　No.3a で補う　女声２名　P. ２６
　　No.2 不足　を　No.3a で補う　女声２名　P. ２９
　　No.3a 不足　を　No.2 で補う　男声３名　P. ２５
　　No.3a 不足　を　No.2 で補う　男声１名　P. ２８
　　No.3a 不足　を　No.2 で補う　女声１名、男声１名　P. ３０















































































































































































































































































































































































　　三、No.2 不足を No.3a で（女声４名）、No.3a 不足を No.2 で（男声５名、
　女声１名）


















































着目し 2017 年、2018 年、そして本年度と考察を続けてきたが、歌唱
指導における腹式呼吸・横隔膜操作についての重要度合が、特に「声量」
に悩む学生にとって大きいということを再確認した。アンザッツ理論を
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用いた歌唱指導と平行して、腹式呼吸・横隔膜操作習得についての指導
方法を工夫していきたい
　　　さらには、弾き歌いの際に、「座った状態で」「ピアノを弾きながら」腹
式呼吸で歌唱する方法についても、指導方法を模索していきたい
　・昨年度、課題として判明した、声域チェック用４オクターブ楽譜（男女兼
用）を、２オクターブ楽譜（男女別）へと変更する
　　　　園生活や養成校での歌唱に充分な声域があるにも関わらず、「声域が
狭い」といった感想をもってしまう学生が複数存在したため、出る音に
色を塗る活動において、塗れない音と塗れる音の割合が、後者の方が多
くなるようにしたい
　・具体的かつ専門的歌唱指導を受けた後の学生の歌唱法、歌への意識の変化
等の継続調査
　　　　ブレイク有無および位置、声域、各アンザッツ、呼吸法といった歌唱
指導を受けた後の、学生の歌唱方法および悩みの変化、歌への意識の変
化などを継続して調査していきたい
　・園児の歌唱方法、ブレイク有無、ブレイク位置、歌唱技能の向上割合等に
ついての継続調査
　　　　本年度は、養成校の学生に対する歌唱指導法を主軸として研究をすす
めたが次年度以降は、養成校の学生にも、現場の先生方にも、そして園
児にとっても、　より分かりやすく楽しく学べる歌唱指導方法について、
保育や幼児教育現場での歌唱活動を通じて考察していきたい
　　　　同時に、現場での弾き歌いの悩みや、歌唱指導における悩みなども、
具体的に聞き取っていきたい。
　末筆ながら、本稿執筆にあたり多くの皆様のご理解とご協力を賜りましたこ
と、心より感謝申し上げます。
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＜注＞
（1）幼児教育要領　表現の項　　より。
　（音楽、特に園児の自由な表現に関わる部分について抜粋する）
幼児教育要領
表現
感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して，豊かな感性や表
現する力を養い，創造性を豊かにする。
1　ねらい
　　（1）いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
　　（2）感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
　　（3）生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。
2　内容
　　（1）生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付いたり，感
じたりするなどして楽しむ。
　　（2）生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを豊か
にする。
　　（3）様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
　　（4）感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，自由に
かいたり，つくったりする。
　　（5）いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。
　　（6）音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなどす
る楽しさを味わう
　　（7）かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾った
りなどする。
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　　（8）自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりす
るなどの楽しさを味わう。
3　内容の取扱い
上記の取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要がある。
　　（1）豊かな感性は，自然などの身近な環境と十分にかかわる中で美しい
もの，優れたもの，心を動かす出来事などに出会い，そこから得た
感動を他の幼児や教師と共有し，様々に表現することなどを通して
養われるようにすること。
　　（2）幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので，教師はその
ような表現を受容し，幼児自身の表現しようとする意欲を受け止め
て，幼児が生活の中で幼児らしい様々な表現を楽しむことができる
ようにすること。
　　（3）生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表現する意欲を
十分に発揮させることができるように，遊具や用具などを整えたり，
他の幼児の表現に触れられるよう配慮したりし，表現する過程を大
切にして自己表現を楽しめるように工夫すること。　　
（2）保育指針　表現の項　　より。
　（音楽、特に園児の自由な表現に関わる部分について抜粋する）
保育指針　
オ　表現
　　感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性
や表現する力を養い、創造性を豊かにする。
ねらい
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　（ア）
　　　①いろいろな物の美しさなどに対する豊かな感性を持つ。
　　　②感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
　　　③生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ。
内容
　（イ）
　　　①生活の中で様々な音、色、形、手触り、動き、味、香りなどに気付い
たり、感じたりして楽しむ。
　　　②生活の中で様々な出来事に触れ、イメージを豊かにする。
　　　③様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
　　　④感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にか
いたり、つくったりする。
　　　⑤いろいろな素材や用具に親しみ、工夫して遊ぶ。
　　　⑥音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりする楽し
さを味わう。　
　　　⑦かいたり、つくったりすることを楽しみ、それを遊びに使ったり、飾
ったりする。
　　　⑧自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じて遊んだりする
楽しさを味わう。
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